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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
半ズボンやトランクスに類する形状で、着用者身体の大と小の排泄物の前後二か所の出口
に相当する部分の周辺が切除かれ空白になって二つの空白部の間が繋がり、前側の空白部
に比べ後ろ側の空白部が大きくなっており、前後二つの空白部の上方に介護用パッドの掛
け止め部を設けた介護用パンツであって、該パンツの腹側上部から前側の空白部に向け切
れて、更に、同空白部から該パンツ着用者の両足の膝頭方向に向けて左右の大腿部側の前
側も切れており、これらの分断箇所を互いに繋ぎ合わせる掛け止め及び取手を設け、且つ
、前後の空白部を被うための前被いと後ろ被いを、留め具又はポッケットを設け収納し、
備えている介護用パンツ。
【請求項２】
　床面が起伏及び昇降する電動式介護用ベッドであって、足側床面の下降及び復帰上昇作
動支点をベッド使用者の足先に相当する方向に設け、足側床面の下降時には左右の横端床
面部を残して中央部が陥没して掘炬燵に類する形状に変化するものであり、そして又、腰
側床面の左右両横床面部は、縦方向を軸支点にして夫々の端部を上方に引き起こす事が出
来る機構にしており、更にベッド使用者の臀部に相当する床面部分は柔軟防水材質で中心
部に開閉扉を設け、その下に排泄汚水類とシャワー等入浴汚水類の二種類の汚水類を受け
止め排出するための水洗洗浄便器を設置し、請求項１の介護用パンツを着用して使用する
排泄が可能な介護用ベッド。
【請求項３】
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　吊用具を用いて被介護者身体の昇降及び移動を行う介護用リフトを備えた電動式介護用
ベッドであって、ベッドの前後ろにある前後枠の一方または双方に、ベッド周辺からベッ
ド上に載置する簡易浴槽の内壁周辺までを覆うための、浴槽の内壁周縁に沿った形状で中
央部分が空いていて掛け止め部を配設してある飛沫収集シートと、ベッド床面を覆って敷
設する排水口用の穴を有する折り畳み式に連結された簡易浴槽の載置床板とを備え付け、
また更にベッド台枠の両横側には、飛沫収集シート用の伸縮掛止め部材を掛け止めしてい
る嵩上げ板を備え付けて、左右両横の高さをベッド床面と同等以上に切り替える機構にし
ており、この当該ベッドの上に、排水用の平板栓を備えた、内壁側に飛沫収集シート用の
掛け止め部を配設した底裏面の排水口が筒状になっているベッド用簡易浴槽を載置して、
給湯機器等からの湯水を用いシャワー等入浴が出来る様にした請求項２の介護用ベッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オムツに代わる介護用パンツを着用して排泄洗浄が出来、また更に、入浴も
出来る様にした介護用ベッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　排泄と入浴は、介護分野に於いては最も深刻な問題の一つであり、厳しい介護を経験さ
れた方々を初め、多くの関係者がこの問題を解決すべく様々な特色のある提案が数多くな
されている。
【０００３】
　古くから中国では、穴あきズボン又は尻開きパンツなどと呼ばれる尻部が開いている子
供用のズボンで、しゃがんで直ぐに排泄が出来る様にしたものがあり、一方、国内に於い
ても形状が類似している前側が開閉式のパンツや、穴あき下着等がある。
【０００４】
　また臀部をオムツ状のカップで被い、排泄物排出管と洗浄水吐出菅を接続して排泄検知
機器や吸引装置などにより、排泄物を排出し、そして臀部を洗浄するという提案も多い。
【０００５】
　更に、ベッドが椅子状に変化して臀部の床面が便座になり、設けられた水洗洗浄便器に
排泄し洗浄するという提案が最も多くなされており、高度な機構の優れた提案も多い。
【０００６】
　そして、ベッド床面マットの下に浴槽を備え、マットを取り外し、スライド式リフトで
被介護者を浴槽に降ろして入浴させる優れた提案などもある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第６１０３７３５号公報
【特許文献２】特開２０１５－０７３８９１号公報
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】カタログ、波動ベッドＬａｇｏｏｎ、ＨＩＺＵＫＩ
【非特許文献２】カタログ、浴槽付き介護ベッド夢神楽
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　中国式の穴あきパンツや穴あきズボン等はシンプルで、しゃがみこんで排泄するには便
利であるが、介護用としては着脱が不便で外見上の印象も悪く、穴の開いただけのパンツ
をそのまま介護用として使用する事は不可能である。また優れた水洗洗浄便座付介護用ベ
ッドや浴槽付き介護用ベッドの提案も多くあり、それぞれ大いに貢献されているが、オム
ツ着用排泄に伴う被介護者及び介護者双方にとっての大きな負担の存在や、また可能であ
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れば就寝と排泄と入浴を、負担が伴う移動を少なくして一つのベッドで済ませる事が望ま
しい被介護者も多数存在する状況下であるが未だ解決されてない。
【００１０】
　本発明は、これらの状況を鑑みてベッドではオムツの着用を廃止し、オムツに代わる介
護用穴あきパンツを着用してシンプルな機構で排泄洗浄が出来、且つ、入浴も出来る介護
用ベッドを実現させるためのものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は上記目的を達成するために、まず排泄に関する課題を解決するための請求項１
の発明である第１の解決手段として、オムツに代えて半ズボンやトランクスに類する形状
で着用者身体の大と小の排泄物の前後二か所の出口に相当する部分の周辺が切除かれ空白
となって間が繋がり、前側の空白部に比べ後ろ側の空白部が大きくなっており前後二つの
空白部の上方に介護用パッドの掛け止め部（２）を設けた、排泄物が通過する穴あき介護
用パンツ（１）を着用する様にした。
【００１２】
　そして、一般通常パンツ等の腹側が開閉式になっているのと同様に、該介護用パンツは
腹側のみならず左右の大腿部に相当する部分の前側も、ボタンやファスナー等で開閉出来
る様にした。着用する場合は開いた状態で左右の分断端部をそれぞれベッド上に座した被
介護者の背後腰部から腹側と、大腿部側後方から取手（４）を持ち、前側に向け巻く様に
して取り付け開閉部を閉じる様にした。
【００１３】
　さらに前後の空白部を覆い隠す開閉式又は着脱式の前被い（５）と後ろ被い（６）を、
留め具又は設けたポケット（７）に収め備え置き、前被い（５）は取り出して被着し、後
ろ被い（６）は収納したままベッドに横臥或は座る様にした。
【００１４】
　次に、この排泄に関する課題の解決を補完する請求項２の発明である第２の解決手段と
して、床面が起伏及び昇降する電動式介護用ベッドの足側床面（８）を、起伏作動しない
左右の横端部（８－イ）及び（８－ロ）と、足側床面として下降及び復帰上昇作動する腰
側床面（９）に近い部分（８－ハ）と反対に遠い部分（８－ニ）の四つの床面部分で構成
し、下降及び復帰上昇作動支点をベッド使用者である被介護者の足先方向に設けて、足側
床面が伏せ下降すると足元が陥没し堀こたつ状態になる様にした。
【００１５】
　そして腰側床面（９）の左右両横の床面部分（９－イ）及び（９－ロ）は、ベッドの縦
方向を軸支点にして端部を上方に引き起こし可能な機構にした。
【００１６】
　更に、ベッド使用者の臀部に相当する床面部分を柔軟防水材質にして中心部に開閉扉（
１１）を設け、その下に排泄汚水類とシャワー等入浴汚水類の二種類の汚水類を受け止め
排出するための水洗洗浄便器を設置し、そのうえで、この介護用ベッドにて、請求項１の
発明の介護用パンツ（１）を着用する様にした。
【００１７】
　上記請求項１の発明である第１の排泄問題解決手段による作用は、着用者身体の二つの
排泄物の出口に相当する周辺部分を切除いた穴あき介護用パンツ（１）を使用する事で、
被介護者は下着またはオムツを脱いだり穿いたりせずとも該介護用パンツを着用したまま
で排泄が出来、排泄物は付着せず通過する。
【００１８】
　また、腹側と大腿部相当部分の前側を開閉式にする事により、被介護者は腰を上げずに
座したままで介護用パンツ（１）の着脱が出来る様になる。そして、ベッドを離れる場合
など必要に応じて介護用パッドの掛け止め部（２）に介護用パッドを取り付ければ、前被
い（５）及び後ろ被い（６）の被着により、恥じらいを感じる事無くオムツ機能付きの一
般通常パンツとして使用出来る。
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【００１９】
　次に、請求項２の発明である第２の排泄問題解決手段による作用は、介護用ベッドの足
側床面（８）を、起伏作動しない左右の横端部（８－イ）及び（８－ロ）と、足側床面と
して下降及び復帰上昇作動する腰側床面（９）に近い部分（８－ハ）と遠い部分（８－ニ
）の四つの床面部分で構成し、尚更に、足側床面（８）の下降及び復帰上昇作動支点を被
介護者の足先に相当する方向に設ける事により、足側床面が伏せ下降すると足元の床面部
分（８－ハ）が陥没して堀こたつ状態になって被介護者は排泄に適した姿勢になり、また
、ベッド床面の起伏作動に際して掛蒲団等の脱落や乱れが少ない。
【００２０】
　そして又、腰側床面（９）の左右両横の床面部分（９－イ）及び（９－ハ）は、ベッド
の縦方向を軸支点にして端部を上方に引き起こす事が出来るので、腰を支え身体が安定し
排泄の際には排泄汚れを防げる。
【００２１】
　更に、ベッド使用者の臀部に相当する部分を柔軟防水材質にした事で清潔さを保ち易く
、また開閉扉（１１）の下に排泄汚水類とシャワー等入浴汚水類の二種類の汚水類に対応
する水洗洗浄便器を設置する事で排泄のみに留まらず、入浴にも利用出来る。
【００２２】
　それから次に、入浴に関する課題を解決するための請求項３の発明である入浴解決手段
として、電動式介護用ベッドに被介護者身体の昇降及び移動を行う介護用リフトを備え、
ベッドの前後枠（１２－イ）及び（１２－ロ）の一方または双方に、ベッド周辺からベッ
ド上に載置する簡易浴槽（１３）の内壁周辺までを覆って、シャワー等入浴で発生する飛
散湯水等を漏れなく浴槽内に収集する為の、浴槽の内壁周縁に沿った形状で中央部分が空
いていて掛け止め部（２１－イ）を配設している飛沫収集シート（１４）と、ベッド床面
を覆って敷設する排水口用の穴（１５）を有し折り畳み式に連結された簡易浴槽載置床板
（１６）を備え付けた。
【００２３】
　そしてまたベッド台枠（１７）の両横側には、飛沫収集シート（１４）用の伸縮掛止部
材（１８）を張着している嵩上げ板（１９）を備え付け、左右両横の高さをベッド床面と
同等またはそれ以上に切り替え変更させて、簡易浴槽載置床板（１６）の敷設を可能にし
、且つ、簡易浴槽（１３）の位置ずれを防ぐ様にした。
【００２４】
　しかる後に、該介護用ベッド上に、ベッド床面の外形に準ずる大きさ形の、排水口が筒
状になっているベッド用簡易浴槽（１３）を載置する様にした。そのうえで、請求項２の
発明の介護用ベッド機構を用いる様にした。
【００２５】
　上記請求項３の発明である入浴問題解決手段による作用は、介護用リフトを用い被介護
者を吊上げて身体とベッド床面との間に隙間距離を設け、その間に、排泄汚水類とシャワ
ー等入浴汚水類の排出口である開閉扉（１１）を開いて、ベッド台枠両横の嵩上げ板（１
９）を引き起こしベッド両横の高さを高く切り替え、ベッド前後枠（１２）に収納されて
いる簡易浴槽載置床板（１６）を引き出してベッド床面上に敷設すれば、瞬時にベッド用
簡易浴槽（１３）を載置することが出来る。
【００２６】
　その後、被介護者をベッド用簡易浴槽（１３）に降ろし入れ、シャワー等入浴の準備と
並行して伸縮掛止部材（１８）を両方のベッド前後枠（１２）上部に掛け止めし、これに
、飛沫収集シート（１４）を、ベッド周辺と簡易浴槽（１３）内壁までの隙間を覆う様に
掛け止めする事で、請求項２の発明の介護用ベッド機構を用い、給湯機器等からの湯水の
供給を受けてシャワー等入浴が出来る様になる。
【発明の効果】
【００２７】
　上述した様に、本発明による介護用パンツ（１）を着用し本発明の介護用ベッドにて排
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泄が容易に出来て、なお更に入浴も可能となり、従来は就寝と排泄、または就寝と入浴と
、別々に対応していたものをシンプルな機構でありながら一台で三役を済ませる事が出来
るので、介護難易度が様々な被介護者全てに適応するのは無理としても、オムツ着用排泄
による出口塞がれ不快感やオムツ交換に伴う負担や恥ずかしさ等を軽減し、介護分野に於
ける厳しい現状を改善して、より多くの被介護者並びに介護者等関係者に貢献出来る様に
なる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】介護用パンツの斜視図
【図２】介護用パンツの展開斜視図
【図３】介護用パンツの前被い引き出し斜視図
【図４】両被いを広げた介護用パンツの後ろ側の斜視図
【図５】介護用ベッドの斜視図
【図６】介護用ベッド足側床面と腰側床面の変化時の斜視図
【図７】簡易浴槽の載置床板敷設時の斜視図
【図８】飛沫収集シートの斜視図
【図９】簡易浴槽の斜視図
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　発明を実施するための形態を実施例に基づいて図面を参照して説明する。
【００３０】
　まず、排泄に関する課題を解決する発明の内、請求項１の発明を実施するための形態を
実施例に基づいて図面を参照にして説明すると、半ズボンやトランクスに類する形状の介
護用パンツの、着用者身体の大小二つの排泄物出口に相当する部分の周辺を大と小の排泄
に応じて切除き大と小の空白にして間を繋げ、前後二つの空白部の上方に介護用パッドの
掛け止め部（２）を設け、前側のみならず、前側空白部から両足膝頭方向に向けて大腿部
側の前側も分断し、且つ、分断箇所を互いに繋ぎ合わせるボタンやファスナー等の掛け止
め（３）や取手（４）を設けるのであるが、この掛け止め（３）は、前被い（５）と後ろ
被い（６）用の物も含めて、ボタンに限らずファスナー、テープ止め、ホック等でも良く
、また、取手（４）は突出布片等でも良くて、大きさ形や、取り付け箇所は、問わない。
図１及び図２参照。
【００３１】
　そして、該介護用パンツ（１）又は該介護用パンツに設けた留め具及びポケット（７）
に、前被い（５）及び後ろ被い（６）の片端を縫い付け又は掛け止めし、別の片端から折
り畳み或いは巻いて収納して備え、空白部を被う際は引き出して掛け止めし被着するが、
ポケットも含め前被い（５）と後ろ被い（６）は着脱式でも良く、空白部を被うに足れば
大きさ形は問わないし、前被いと後ろ被いを一体化したものでも良い。後ろ被い用のポケ
ット等は後方に設けても良い。図３及び図４参照。
【００３２】
　次に同じく排泄に関する課題を解決する発明の内、請求項２の発明を実施するための形
態を実施例に基づいて図面を参照にして説明すると、本発明の介護用ベッドは既存の、床
面が起伏及び昇降する電動式介護用ベッドと基本作動機構は同じであるが、足側床面（８
）は左右の横端部（８－イ）及び（８－ロ）と、腰側床面（９）に近い部分（８－ハ）と
遠い部分（８－ニ）の四つの床面部分で構成し、この内の両横端部は他の二つの床面部分
と分離していて起伏せず、足側床面（８－ハ）部分と（８－ニ）部分は連結されて下降及
び復帰上昇作動するが、この作動支点をベッド使用者の足先に相当する方向のベッド床面
支え枠に設けた。図５及び図６参照。
【００３３】
　そして腰側床面（９）の左右両横の床面部分（９－イ）及び（９－ロ）は、一般に普及
の片開きハッチと類似の形状で、自動又は手動でロック取手を握り持ち、端部を上方に引
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き起こしが出来る様にし、更に、ベッド使用者の臀部に相当する部分は柔軟防水材質で中
心部にアクチュエター等を用いた開閉扉（１１）を設け、その下に排泄汚水類とシャワー
等入浴汚水類の二種類の汚水類を受け止め排出する為の水洗洗浄便器を設置した。図５及
び図６参照。
【００３４】
　それから次に、入浴に関する課題を解決するための、請求項３の発明を実施するための
形態を実施例に基づいて図面を参照にして説明すると、電動式介護用ベッドの傍らに介護
用リフトを備え、ベッドの前後枠（１２－イ）又は（１２－ロ）のどちらか一方の上部に
、ベッド周辺からベッド上に載置する簡易浴槽（１３）の内壁周辺までを覆い浴槽内壁周
縁に沿った形状で中央部分が空いていて、掛け止め部（２１－イ）を配設してある飛沫収
集シート（１４）を、折り畳み或は巻く等して備え付けた。図５及び図８参照。
【００３５】
　更に両方の前後枠（１２－イ）と（１２－ロ）内に、ベッド床面を覆って敷設して接合
部に排水口用の穴（１５）を有する折り畳み式に連結された簡易浴槽の載置床板（１６）
を分担して収納させ、そしてベッド台枠（１７）の両横側に、飛沫収集シート（１４）用
の伸縮掛止部材（１８）を掛け止めしている高さを切り替える嵩上げ板（１９）を備え付
けた。図５及び図７参照。
【００３６】
　その上で図９に示す様に、ベッド床面の外形に準ずる大きさ形の簡易浴槽であって、排
水が容易な平板栓（２０）を備え、内壁側に飛沫収集シート（１４）用の掛け止め部（２
１－ロ）を配設して、汚水類を確実に水洗洗浄便器に受け流せる様に底裏面の排水口が筒
状になっているベッド用簡易浴槽（１３）を載置する様にした。
【００３７】
　このベッド用簡易浴槽（１３）は、空気を注入して膨張させるビニールプール式のもの
や、ＦＲＰ等その他の材質のものでも良く、又、平板栓（２０）は、排水する時に介護者
の手が被介護者身体の大腿部に干渉するのを防ぐためのもので、水平角度を変更させて開
閉する方式や、平板栓の三方を蟻溝で囲い一方を紐等で引いて開閉する方式でも良い。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　本発明に係る介護用パンツ及び介護用ベッドは、工業的に量産する事が可能であるため
、産業上の利用可能性を有する。
【符号の説明】
【００３９】
１　　介護用パンツ
２　　介護用パッド掛け止め部
３　　介護用パンツ掛け止め
４　　介護用パンツ取手
５　　前被い
６　　後ろ被い
７　　被い用ポケット
８　　足側床面
９　　腰側床面
１０　背側床面
１１　開閉扉
１２　前後枠
１３　簡易浴槽
１４　飛沫収集シート
１５　排水口用穴
１６　載置床板
１７　ベッド台枠
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１８　伸縮掛止部材
１９　嵩上げ板
２０　簡易浴槽平板栓
２１　飛沫収集シート用掛け止め部
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【図２】

【図３】
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